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「
旬し

ゅ
ん

を
愛め

で
る
」
の
言
葉
が

好
き
で
あ
る
。「
旬
」は
旬
の
人
、

物
、
事
象
と
使
わ
れ
る
が
、
本

来
は
野
菜
、
果
物
や
魚
介
類
な

ど
の
食
材
が
他
の
時
期
よ
り
も
最
も
新
鮮
で

美
味
し
く
、
栄
養
価
が
高
く
な
る
食
べ
頃
の

時
期
を
言
う
▼
も
と
も
と
「
旬
（
じ
ゅ
ん
）」

は
一
か
月
を
「
上
旬
・
中
旬
・
下
旬
」
と
分

け
る
時
間
の
単
位
（
10
日
間
）
を
意
味
し
て

い
た
。
保
存
技
術
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た

昔
、
特
定
の
食
材
が
一
番
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
る
ピ
ー
ク
が
約
10
日
間
ほ
ど
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
転
じ
て
「
最
も
状
態
が
良
い
時
期
＝

旬
（
し
ゅ
ん
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
▼
日
本
の
自
然
豊
か
な
四
季
が
多
く
の

「
旬
」
を
育
ん
で
い
る
。植
物
、動
物
、
自
然

現
象
…
地
球
温
暖
化
な
ど
気
候
変
動
に
よ
り

日
本
の
四
季
に
異
変
が
生
じ
て
い
る
。
熊
の

出
没
や
鹿
の
繁
殖
な
ど
自
然
体
系
も
悪
化
し

て
い
る
。
正
に
旬
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
き

た
▼
そ
ん
な
中
、
本
誌
は
第
60
号
と
な
り
、

「
還
暦
」
を
迎
え
た
。
私
た
ち
編
集
委
員
は

限
ら
れ
た
人
材
、
時
間
の
中
で
旬
な
情
報
、

話
題
を
提
供
し
て
い
る
。
今
回
「
学
校
探
検

記
」
で
取
材
し
た
新
聞
班
も
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
新
聞
づ
く

り
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。
そ
の
姿
が
正

に
「
旬
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
然
環

境
が
変
わ
っ
て
も
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

人
の
「
旬
」
へ
の
思
い
は
変
わ
っ
て
ほ
し
く

な
い
。�

（
比
）

お
堀

ば
た

新
校
長
に
同
窓
の

   

栁
澤 

弘
蔵 

先
生

　
ご
　
挨
　
拶�
理
事
長  

増
島
　
良
介「美術班によるプロジェクションマッピング」（4 月下旬・美術班提供）

　

去
る
５
月
30
日
開
催
の
総

会
、
そ
の
後
の
理
事
会
の
席

で
今
年
度
よ
り
の
理
事
長
職

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
第
75
期

卒
業
の
増
島
で
す
。
今
年
100

周
年
を
迎
え
る
上
田
高
校
同

窓
会
の
理
事
長
と
い
う
重
責

に
震
え
る
思
い
で
す
が
、
副

理
事
長
、
理
事
、
代
議
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
懸

命
に
務
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

私
は
昨
年
と
今
年
の
上
田

高
校
入
学
式
に
、
金
子
前
理

事
長
の
代
理
と
し
て
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分

の
入
学
当
時
と
比
べ
て
、
女

性
の
増
え
た
新
入
生
の
顔
ぶ

れ
や
式
次
第
の
和
や
か
な
流

れ
に
大
き
な
変
化
を
感
じ
る
一

方
で
、
改
め
て
上
田
高
校
と
い

う
伝
統
の
厚
み
に
思
い
を
馳は

せ
ま
し
た
。
上
田
高
校
同
窓

会
は
、
そ
の
目
的
に
同
窓
生

間
の
親
睦
の
み
な
ら
ず
、
上

田
高
校
へ
の
貢
献
も
謳う

た

っ
て
い

ま
す
。
入
学
式
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
同
窓

生
の
間
で
こ
の
伝
統
を
大
事

に
し
あ
い
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア

に
上
田
高
校
を
選
択
し
た
こ

の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
後
輩
た

ち
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

の
両
方
の
意
を
強
く
致
し
ま

し
た
。

　

同
窓
会
と
し
て
こ
の
両
目

的
を
継
続
的
に
果
た
し
て
い

く
た
め
に
は
、
何
よ
り
上
田

高
校
の
現
状
や
同
窓
会
の
活

動
を
同
窓
生
の
皆
様
に
お
伝

え
し
、
一
層
の
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
同
窓
会
財
政
を
圧
迫
す

る
こ
と
な
く
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
頻
繁
に
行
っ

て
い
く
に
は
、
経
費
の
掛
か

る
郵
送
を
行
う
の
み
で
な
く
、

メ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
等
の
活
用

と
代
議
員
の
皆
様
を
通
じ

た
各
期
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
用
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
こ
れ
ま

で
に
も
整
備
し
て
き
ま
し
た

同
窓
生
名
簿
を
、
新
し
い

ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
に
合
わ

せ
て
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、
今

期
の
重
点
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
の
運
営
、

活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
３
人
の

副
理
事
長
の
方
達
、
理
事
の

皆
様
、
代
議
員
の
皆
様
の
意

2026年度 会員大会
ご案内

◦会　場	 上田東急REIホテル
	 上田市天神 4-24-1
	 TEL.0268-24-1401
◦受　付	 14：00 ～
◦開　会	 14：30 ～
◦講演会
　講師	 高エネルギー加速器研究機構（KEK）
	 素粒子原子核研究所教授

松原　隆彦 氏（83期）
　演題	「宇宙について考える
	 －上田高校から時空の果てへ」

◦懇親会	 17：30 ～
◦会　費	 7,000 円

★期　日　10月24日㈯

お申し込みは
こちらから可能です。➡

　

上
田
高
校
の
新
し
い
校
長

と
し
て
、
栁
澤
弘
蔵
先
生

（
85
期
）
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
前
任
は
長
野
県
小
諸
高

校
校
長
で
す
。

［
校
長
先
生
の
「
ご
挨
拶
」
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
］

見
や
ア
イ
デ
ア
を
こ
れ
ま
で
に

増
し
て
伺
い
、
新
し
い
運
営

法
も
試
行
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
初
年
度
に

ど
の
く
ら
い
の
こ
と
が
出
来
る

か
心
許
な
い
部
分
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
出
来
る
限
り
、
持

続
可
能
な
同
窓
会
の
将
来
像

を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

　

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て
、

心
よ
り
同
窓
生
の
皆
様
の
上

田
高
校
同
窓
会
活
動
へ
の
引

き
続
き
の
ご
関
心
と
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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2026
年
度
定
時
総
会
開
催

73期の皆様 1975（昭和 50）年 3月卒業

2025年度　　理　　　事　森　　浩二（６組）
　　　　　　　代表代議員　滝沢　保幸（３組）
　　　　　　　代　議　員　石巻　一男（１組）　臼田　敏隆（２組）　西入　直喜（２組）　土屋　博一（４組）
　　　　　　　　　　　　　日野　敬輔（５組）　橋詰　邦昭（６組）　曲尾　　隆（７組）　土屋　陽一（８組）
　　　　　　　　　　　　　堀内　和子（８組）

昨年は卒業50周年記念として同期一同からの篤志により
母校に寄付ができました。
同期各位のご協力・ご尽力に心から感謝申し上げます。
高校では在校生の全国大会出場時の補助等に活用していくそうです。
ますますの母校の躍進に期待します。

　

５
月
30
日
開
催
の
定
時
総
会
で
は
、
決
議
事
項
３
議
案
が

審
議・承
認
さ
れ
、報
告
事
項
４
件
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2026
年
度
年
会
費
納
入
に
つ
い
て

～
年
会
費
・
終
身
会
費
引
き
上
げ
の
お
願
い
～

2025
年
度
決
算
の
承
認

　

収
益
の
部
で
、
新
入
生
入

会
金
が
全
日
制
１
ク
ラ
ス
減

に
よ
り
対
前
期
比
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
年
会
費
収
入
は
、

対
前
期
比
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
経
費
の
部
は
、
出
来
る

限
り
の
削
減
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
結
果
、
経
常
損
益
は

前
期
よ
り
大
幅
に
改
善
し
ま

し
た
が
依
然
、
約
50
万
円
の

赤
字
で
あ
り
、改
善
途
上
で
す
。

（
2025
年
度
決
算
書
は
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
）

理
事
・
監
事
の
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事

20
人
、
監
事
５
人
が
選
任
さ

れ
、
総
会
後
の
理
事
会
で
理

事
長
・
副
理
事
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。（
左
表
参
照
）

報
告
事
項

◦
年
会
費
・
終
身
会
費
引
き
上
げ
に
つ
い
て

（
詳
細
下
段
「
年
会
費
・
終
身
会
費

引
き
上
げ
の
お
願
い
」）

◦
2026
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

収
支
均
衡
に
つ
い
て
は
年

会
費
・
終
身
会
費
の
引
き
上

げ
を
お
願
い
す
る
中
で
、
会

報
送
料
値
上
げ
に
よ
る
費
用

増
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
経

常
損
益
は
68
万
円
黒
字
化
の

計
画
で
す
。

◦
120
周
年
記
念
事
業
の
件

　

校
史
編
纂
に
つ
き
ま
し
て
、

編
纂
委
員
の
皆
様
の
ご
尽
力

で
、『
上
田
高
等
学
校
校
史　

高
校
第
二
編
』
が
４
月
完
成
、

上
梓
と
な
り
ま
し
た
。

（
2025
年
度
末
収
支
中
間
決
算
は
同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

同
窓
会
年
会
費
に
つ
い
て
は

2004
年
（
平
成
16
年
）
以
来
、
１

口　

２
，０
０
０
円
以
上
の
納

入
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
年
々
各
種
価
格
、
サ
ー

ビ
ス
料
が
引
き
上
が
る
中
、
同

窓
会
の
単
年
度
収
支
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

理
事
会
に
お
い
て
危
機
感
を

共
有
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
２

年
間
、
収
支
均
衡
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
、
経
費
支
出
の
見
直

し
と
削
減
に
つ
な
が
る
各
種
工

夫
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
お
届
け
し
て
お
り
ま

す
会
報
の
送
料
値
上
げ
で
今
年

度
か
ら
は
新
た
に
支
出
増
が
予

定
さ
れ
、
ま
た
老
朽
化
し
た
名

簿
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
改
も

ま
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

　

つ
い
て
は
、
本
同
窓
会
の
目
的

と
す
る
同
窓
生
の
親
睦
を
図
る

活
動
、
在
校
生
の
支
援
を
将
来

に
向
け
て
安
定
し
て
継
続
し
て

い
く
た
め
に
、
下
記
の
通
り
年

会
費
・
終
身
会
費
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、
３
月
、
４
月
の
理
事

会
に
て
決
議
し
、
５
月
30
日
の

総
会
で
代
議
員
の
皆
様
へ
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
何
卒

引
き
上
げ
に
つ
い
て
ご
理
解
を

賜
り
、
引
き
続
き
、
よ
り
多
く

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
年
会
費

　

１
口　

３
，０
０
０
円
以
上

◎
終
身
会
費

80
歳
以
上
で
一
括
１
０
，０
０
０

円
以
上
納
入
さ
れ
ま
す
と
、
次

年
度
以
降
の
年
会
費
は
免
除

と
な
り
ま
す
。

◎
納
入
方
法

１ 

「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
専
用
払
込

取
扱
票
」
で
の
納
入

２ 「
コ
ン
ビ
ニ
専
用
払
込
票
」
で

の
納
入

⑴
コ
ン
ビ
ニ
店
頭
で
の
納
入

⑵
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済

　

バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
の

決
済
ア
プ
リ
（
払
込
票
記
載
）

に
て
読
込
み
、
自
宅
で
納
入

が
可
能
で
す
。

注
決
済
ア
プ
リ
で
納
入
済
み
で
も

コ
ン
ビ
ニ
で
の
払
込
み
も
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。

３ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済　

　
「
同
窓
会
」
Ｈ
Ｐ
の
リ
ン
ク
先

か
ら
ま
た
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ス
マ
ホ
で
読
み
込
ん
で
「
上

田
高
等
学
校
同
窓
会
年
会
費
納

入
サ
イ
ト
」に
て
納
入
で
き
ま
す
。

４ 

口
座
振
替
で
の
納
入

　

口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機

関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
八
十
二
銀
行　

⑵
ゆ
う
ち
ょ

銀
行　

⑶
上
田
信
用
金
庫　

⑷

三
井
住
友
銀
行

（
引
落
し
時
期
は
全
て
10
月
下
旬
）

・
新
た
に
口
座
振
替
希
望
の
方

は
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で「
年
会
費
口

座
振
替
申
込
書
」を
８
月
末
必
着

で
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、必
要
書
類
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

・
既
に
契
約
済
み
で
、現
在
、２
，

０
０
０
円
の
振
替
を
さ
れ
て
い
る

場
合
、３
，０
０
０
円
に
読
み
替
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、新

た
な
お
手
続
き
は
不
要
で
す
。

５ 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
（
旧

東
洋
信
託
銀
行
）
の
「
特
約
付

金
銭
信
託
」
で
年
会
費
を
納
入

さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　

預
託
金
の
残
高
等
を
ご
確
認

の
う
え
、
前
記
の
他
の
方
法
に

よ
る
年
会
費
の
納
入
へ
の
変
更

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 上田高等学校同窓会

年会費納入サイト

理事・監事・役員（任期 2年）

げ
て
い
ま
す
。

（
74
期　

金
井　

則
人
）

理事長	 増島　良介	（75 期）	 新任

副理事長	 山越　雅明	（76 期）	

副理事長	 安齋　理江	（80 期）	

副理事長	 西田　拓生	（85 期）	 新任

理　事	 佐藤　一男	（77 期）	 新任

理　事	 関　　勇治	（77 期）	

理　事	 澤路　春代	（78 期）	

理　事	 小林　明宏	（79 期）	

理　事	 和田　澄夫	（80 期）	

理　事	 小山　法恵	（81 期）	 新任

理　事	 倉沢　一彦	（82 期）	

理　事	 近藤　雅浩	（83 期）	

理　事	 篠原　勇人	（84 期）	 新任

理　事	 竹内かおる	（86 期）	

理　事	 藤井　哲也	（87 期）	

理　事	 戸堀　真澄	（88 期）	

理　事	 金井　賢一	（89 期）	

理　事	 宮下　　聡	（90 期）	 新任

理　事	 青木　三奈	（91 期）	 新任

理　事	 清水　研吾	（92 期）	 新任

監　事	 宮沢　紀美	（93 期）	

監　事	 西澤　　優	（94 期）	

監　事	 立岩　千尋	（95 期）	 新任

監　事	 佐口　哲也	（96 期）	 新任

監　事	 鈴木　隼人	（97 期）	 新任

	 	 	

顧　問	 笠原　一洋	（53 期）※	

顧　問	 日置　勇二	（60 期）※	

顧　問	 金子　元昭	（68 期）※	

※ 2026 年 5 月 30 日開催の理事会にて、顧問の委嘱が決定されました。
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関
東
同
窓
会
で

は
毎
年
６
月
に
総

会
、
１
月
に
新
年

会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
総
会
は

77
期
が
主
幹
事
で
、

185
人
が
参
加
し
、

中
村
幸
夫
医
師
の
講
演
と
音
楽

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
ギ
タ
リ
ス
ト

の
須
藤
英
樹
さ
ん
（
両
名
と
も

仙
台
支
部

長
野
支
部

関
西
同
窓
会 関

東
同
窓
会

中
南
信
支
部

　

中
南
信
支
部
会
員
数
は
約
560

人
。
平
均
年
齢
61
歳
。
松
本
・

安
曇
・
諏
訪
、
下
伊
那
ま
で
広

範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。

　

今
年
の
総
会
は
【
11
月
７
日

㈯
】
開
催
予
定
。
気
軽
に
誰

も
が
参
加
で
き
る
例
会
も
隔
月

ペ
ー
ス
で
再
開
。
適
度
な
距
離

感
の
同
窓
会
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
会
員

の
活
躍
ぶ
り
・
動
向
を
と
り
あ

北
海
道
同
窓
会

「
独
鈷
山
千
本
桜
祭
り
」

ス
ケ
ッ
チ
・
彩
色　

武
村
洋
治
さ
ん（
58
期
）

　

昨
年
の
総
会
で
は
、
上
田
高

校
の
宮
下
美
和
校
長
先
生
（
当

時
）
に
「
上
田
高
校 

い
ま
・
む

か
し
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
、

懐
か
し
い
高
校
時
代
に
思
い
を

馳
せ
る
と
と
も
に
、
後
輩
た
ち

の
目
覚
ま
し
い
活
躍
に
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
会
で
は
、
奈
良
市

高
畑
町
を
訪
れ
、
新
薬
師
寺
の

仏
像
群
を
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
、

志
賀
直
哉
旧
居
を
見
学
し
、
文

豪
の
足
跡
に
触
れ
る
な
ど
、
大
変

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
文
化
サ
ロ
ン
で
は
、
武
舎

一
男
文
化
委
員
長
（
73
期
）
よ
り
、

聖
年
の
ロ
ー
マ
を
視
察
さ
れ
た
際

の
様
子
に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え

な
が
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

異
国
の
歴
史
や
文
化
、
荘
厳
な

行
事
の
数
々
に
、
参
加
者
一
同
深

く
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
64
期　

隅
田
修
一
郎
）

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

北
海
道
で
は
年
々
桜
の
咲
く
の

が
早
く
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

今
年
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前

に
満
開
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し

た
。
温
暖
化
の
影
響
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
地
球
は
生
き
て
い
ま
す

ね
。「
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
思
い
出

す
桜
か
な
」
の
芭
蕉
の
句
も
あ
り

ま
す
が
、
咲
く
桜
や
紅
葉
の
桜
な

ど
に
も
目
を
向
け
、
四
季
を
感
じ

一
年
を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

（
73
期　

北
澤
多
喜
男
）

77
期
）
の
演
奏
を
、
ま
た
、
新

年
会
に
は
74
人
が
参
加
し
、
陸

上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
所
属
で

儀
仗
隊
員
で
も
あ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ

タ
ー
の
若
林
俊
介
さ
ん
（
110
期
）

と
奥
様
の
ハ
ー
プ
協
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
会
も
会

員
相
互
の
交
流
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
校
歌
の
大
合
唱
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

�
（
76
期　

金
井　

一
正
）

げ
て
い
ま
す
。

（
74
期　

金
井　

則
人
）

93期の皆さん、今年は会員大会の当番期です多くの皆さんのご参加、お待ちしています！

　

６
月
末
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
計
、
近
況
報
告
の
後
、
昼

食
を
は
さ
み
な
が
ら
数
十
年
前

に
思
い
を
は
せ
高
校
時
代
の
授
業
、

ク
ラ
ブ
活
動
や
地
元
の
思
い
出
な

ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
支
部
長
が
交
代
し

北
川
公
章
氏
（
77
期
）
が
新
支

部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て

2025年　秋 の 叙 勲
長谷川浩通（54期） 瑞宝双光章
池田　正憲（64期） 旭日双光章

第45回 危険業務従事者叙勲
吉池　榮一（68期） 瑞宝双光章

2026年　春 の 叙 勲
山野井　徹（61期） 瑞宝中綬章
楜澤　晴樹（70期） 瑞宝双光章
大口　高生（71期） 瑞宝小綬章
茂木　伸一（72期） 瑞宝双光章

栄えある受章
おめでとうございます

（敬称略）

新
規
会
員
と
し
て
東
北
大
情
報

科
学
勤
務
の
宮
島
信
也
氏
（
95

期
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
支
部
多
種
多
様
な
会
員
が

お
り
仙
台
に
転
勤
の
方
、
学
生

な
ど
の
交
流
に
も
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。
気
楽
に
声
を
か
け
て
下

さ
い
。�

（
63
期　

小
林　

邦
英
）

　

７
月
７
日
の
夜
、
七
夕
会
（
令

和
８
年
度
長
野
支
部
総
会
）
を

本
部
・
中
南
信
支
部
・
関
東
同

窓
会
・
母
校
か
ら
の
来
賓
を
お
迎

え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
増
島

新
理
事
長
、
小
池
中
南
信
支
部

長
、
栁
澤
校
長
か
ら
は
同
窓
会

の
現
状
や
母
校
生
徒
の
活
躍
な
ど

を
伺
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
信
州

大
学
工
学
部
長
・
副
学
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
香
山
瑞
枝
氏

（
85
期
）
に
「
自
分
の
世
界
を
広

げ
る

－Ａ
Ｉ
時
代
を
楽
し
む
た
め

に
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
思
い
出

か
ら
Ａ
Ｉ
と
の
出
会
い
、
そ
し
て

Ａ
Ｉ
で
広
が
る
世
界
に
つ
い
て
は

実
際
に
各
参
加
者
に
ス
マ
ホ
で
Ａ

Ｉ
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
お

話
い
た
だ
き
、
楽
し
み
な
が
ら
も

刺
激
的
な
ひ
と
時
で
し
た
。
ま
た
、

香
山
先
生
の
教
え
子
で
あ
る
２
名

の
現
役
信
大
生
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
20
代
の
参
加
者
が
10
名
を

超
え
る
総
勢
80
名
超
の
大
宴
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
75
期　

五
明　

勲
）講演する香山氏
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上
田
高
校
同
窓
生
が
率
い
る「
知
」の
最
前
線

長
野
大
学
学
長
　
65
期
　
小
林
　
淳
一 

さ
ん

信
州
の
清
酒
の
魅
力
を
伝
え
た
い

98
期
　
由
井
　
志
織 

さ
ん

新
聞
班
の
彼
女
た
ち�

�

６
人
に
エ
ー
ル

　

上
田
高
校
同
窓
会
館
を

訪
れ
る
た
び
に
気
に
な
り

目
を
引
く
も
の
が
あ
っ
た
。

「
上
田
高
校
新
聞
」で
あ
る
。

普
段
は
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
高
校
の
最
新
情
報（
高

校
で
の
出
来
事
や
生
徒
の

活
躍
）と
興
味
深
い
内
容
の

記
事
が
並
ぶ
。新
聞
班
が
取

材
、編
集
、発
行
し
て
い
る

新
聞
で
あ
る
。メ
ン
バ
ー
は

現
在
、３
年
生
５
人
と
１
年

生
１
人
で
全
員
女
性
。ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
気
に
な
り
、編
集
会
議

を
訪
ね
た
。

　

新
聞
は
年
４
回
程
度
発

行
。う
ち
２
回
は
特
集
記
事

を
掲
載
。テ
ー
マ
は
異
文
化

共
生
、選
挙
、防
災
、戦
争
な

ど
を
幅
広
く
、校
内
外
の
多

く
の
人
か
ら
話
を
聴
き
、ま

と
め
て
い
る
。彼
女
た
ち
は

別
の
班
に
も
所
属
す
る
掛

け
持
ち
で
あ
る
。７
月
末
の

発
行
に
向
け
、５
月
か
ら
本

格
的
に
活
動
を
再
開
し
た
。

　

編
集
会
議
に
は
、顧
問
の

先
生
も
同
席
さ

れ
る
が
、真
摯

な
話
し
合
い
の

中
に
笑
い
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い

の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で

あ
る
こ
と
に
驚

い
た
。ま
ず
は
今

回
の
目
玉
で
あ

る
特
集
記
事
の
テ
ー
マ
を

ど
う
す
る
か
で
ネ
タ
探
し
。

ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、パ
ソ

コ
ン
を
駆
使
す
る
と
共
に
、

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
紐
解
き
、

じ
っ
く
り
と
検
討
。高
校
の

新
聞
班
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
、今
、在
校
生
へ
伝
え
る

べ
き
こ
と
を
念
頭
に
い
く
つ

か
候
補
が
挙
が
っ
た
。最
終

的
に
は
最
近
の
教
育
事
情・

問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。ま
ず
は
在
校
の

先
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
、校
長

へ
取
材
も
実
施
し
た
。

　

学
業
、一
斉
考
査
、他
の

班
活
、松
尾
祭
の
準
備
と
忙

し
い
期
間
で
あ
り
な
が
ら
、

読
ん
で
考
え
て
も
ら
う
機

会
に
す
る
と
共
に
、高
校
生

活
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
続
け
る
彼
女
た
ち
６
人

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　

３
年
生
が
卒
業
す
る
と
、

１
年
生
１
人
だ
け
と
な
り
、

今
の
ま
ま
で
は
班
の
存
続

が
心
配
で
あ
る
。今
回
の
発

行
で
第
279
号
を
数
え
る
。後

輩
た
ち
に
告
ぐ
、歴
史
あ
る

「
上
田
高
校
新
聞
」を
守
り

続
け
て
ほ
し
い
。�

（
深
町
）

　
「
学
長
室
で
打
ち
立
て
の

蕎
麦
を
振
る
舞
い
た
い
」。こ

の
学
生
の
訴
え
こ
そ
、現
在
の

長
野
大
学
の
象
徴
と
い
え
ま

す
。学
生
が
自
ら
打
っ
た
蕎
麦

を
学
内
で
茹
で
上
げ
、学
長

室
に
て
提
供
す
る
。こ
の
型
破

り
な
熱
意
を
寛
大
に
受
け
止

め
る
の
が
、公

立
大
学
化
後
の

第
２
代
学
長
の

小
林
淳
一
さ
ん

で
す
。

　

上
田
高
校
時
代
の
小
林
さ

ん
は
大
の
車
好
き
で
、エ
ン
ジ

ン
音
だ
け
で
車
種
を
特
定
で

き
る
ほ
ど
で
し
た
。さ
ら
に
数

学
に
も
強
み
を
持
っ
て
い
た

た
め
、そ
の
歩
み
は
東
北
大

学
工
学
部
で
の
流
体
力
学
の

研
究
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。博

士
号
を
取
得
し
、日
立
製
作

所
へ
入
社
。そ
の
後
、バ
ブ
ル

崩
壊
を
経
て「
作
れ
ば
売
れ

小
林
さ
ん
の
言
葉
は
、全
国
の

同
窓
生
へ
、故
郷
の
新
た
な
躍

動
を
伝
え
て
い
ま
す
。 （
倉
沢
）写真：長野大学 提供

　

清
酒
は
蔵
ご
と
に
特
色
が

あ
り
、
米
、
水
、
麹こ

う
じ

、
酵
母

に
よ
っ
て
も
風
味
は
さ
ま
ざ

ま
だ
。
由
井
志
織
さ
ん
（
旧

姓
葦あ

し

澤ざ
わ

、
佐
久
穂
町
在
住
）

は
「
今
ほ
ど
清
酒
が
洗
練
さ

れ
て
い
る
時
代
は
な
い
」
と
言

い
切
る
。「
信
州
の
酒
Ｐ
Ｒ
大

使
」
と
し
て
各
地
の
行
事
や

講
座
で
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　

2013
年
の
第
33
回
全
国
き
き

酒
選
手
権
大
会
に
初
出
場
し

優
勝
。
翌
年
か
ら
長
野
県
酒

造
組
合
の
大
使
を
務
め
る
。

80
あ
る
県
内
の
酒
蔵
数
は
全

国
で
新
潟
県
に
次
い
で
多
い

が
、
由
井
さ
ん
は
「
自
分
た

ち
の
こ
と
を
誇
り
過
ぎ
な
い

長
野
県
人
独
特
の
奥
ゆ
か
し

さ
を
感
じ
る
場
面
が
多
い
」

と
言
う
。

　

造
り
手
の
「
生
真
面
目
ゆ

え
に
多
く
を
語
ら
な
い
姿
」

に
接
し
た
経
験
か
ら
、
味
わ

う
側
に
向
け
て
「
翻
訳
」
を

心
掛
け
て
い
る
。「
ど
の
お

酒
に
も
あ
る
ハ
ッ
と
す
る
ポ

イ
ン
ト
」
を
自
分
の
言
葉
で

表
現
し
、
由
井
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
「
清
酒
が
飲
み
た
く

な
っ
た
」「
飲
ん
で
み
た
ら

お
い
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

る
と
励
み
に
な
る
。

　

近
年
は
若
い
世
代
の
清
酒

離
れ
、
飲
酒
機
会
の
減
少
が

指
摘
さ
れ
る
。
由
井
さ
ん
は

健
康
へ
の
影
響
を
理
解
し
な

が
ら
も
「
お
酒
は
人
と
人
を

つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
（
手
段
）
の

一
つ
。
飲
ま
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
」。

　

信
州
の
酒
蔵
で
は
岡
崎
酒

造
（
上
田
市
柳
町
）
の
岡
崎

美み

都ど

里り

さ
ん
、
若
林
醸
造

（
同
中
野
）
の
若
林
真ま

実み

さ

ん
（
104
期
）
ら
女
性
杜
氏
が

活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
橘き

つ

倉く
ら

酒
造
（
佐
久
市
臼
田
）
の

敷
地
内
で
田
澤
麻ま

里り

香か

さ
ん

（
103
期
）
が
営
む
宿
泊
施
設

は
蔵
人
体
験
を
望
む
外
国
人

観
光
客
に
人
気
だ
。
主
婦
か

ら
羽
ば
た
い
た
由
井
さ
ん
を

は
じ
め
、
意
欲
的
な
女
性
た

ち
が
伝
統
産
業
に
新
風
を
吹

き
込
ん
で
い
る
。�

（
松
井
）

校
長
就
任
の
ご
挨
拶

校
長
　
栁
澤
　
弘
蔵

　

今
年
度
４
月
に
校
長
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
栁
澤

弘
蔵
（
ひ
ろ
ま
さ
）
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

県
内
有
数
の
歴
史
と
伝
統

を
持
つ
本
校
に
着
任
し
、
光

栄
に
思
う
と
同
時
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
海
外
研
修
生
徒

支
援
募
金
へ
の
多
大
な
る
ご

協
力
に
対
し
ま
し
て
も
、
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

多
様
性
。双
方
を
融
合
さ
せ
た

小
林
さ
ん
の
改
革
は
、オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
４
千
人
を
超

え
る
人
々
が
集
う
程
の
活
気

と
な
り
ま
し
た
。公
立
化
を
経

て
、全
国
か
ら
志
願
者
が
集
ま

る「
知
の
拠
点
」へ
と
進
化
す
る

長
野
大
学
。一
度
立
ち
止
ま
り
、

外
か
ら
見
た
上
田
の
価
値
を

再
発
見
し
て
ほ
し
い
と
語
る

　

予
測
困
難
な
激
動
の
時
代

に
お
い
て
、
本
校
が
目
指
す

の
は
、
生
徒
が
主
役
と
な
り

「
ワ
ク
ワ
ク
感
」
を
実
感
で

き
る
学
び
の
場
の
構
築
で
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
「
探

究
的
な
学
び
」、「
グ
ロ
ー
バ

ル
な
学
び
」
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
、
新
し
い
価
値
や
未
来

を
創
造
す
る
力
を
育
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
温

か
い
ご
支
援
と
ご
高
配
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

る
」時
代
が
終
焉
す
る
と
、小

林
さ
ん
は
組
織
図
上
で
最
も

遠
い
存
在
で
あ
っ
た「
営
業
」

と「
研
究
所
」を
繋
ぎ
、知
的

財
産
を
売
る「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
」を
確
立
。こ
れ

ら
経
営
の
知
見
が
求
め
ら
れ
、

秋
田
県
立
大
学
の
学
長
兼
理

事
長
を
経
て
、現
在
の
長
野

大
学
へ
と
結
実
し
ま
し
た
。

　
「
言
わ
れ
た
こ
と
を
や
る
時

代
は
終
わ
っ
た
。自
ら
の
価
値

を
磨
け
」。学
長
は
新
入
生
へ

峻
烈
な
激
励
を
送
り
ま
す
。企

業
の
迅
速
な
判
断
と
、個
性
あ

る
教
員
が
織
り
な
す
大
学
の

ふるさとだより

ーシリーズー

学校探検記
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新
聞
班
の
彼
女
た
ち�

�

６
人
に
エ
ー
ル

　

上
田
高
校
同
窓
会
館
を

訪
れ
る
た
び
に
気
に
な
り

目
を
引
く
も
の
が
あ
っ
た
。

「
上
田
高
校
新
聞
」で
あ
る
。

普
段
は
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
高
校
の
最
新
情
報（
高

校
で
の
出
来
事
や
生
徒
の

活
躍
）と
興
味
深
い
内
容
の

記
事
が
並
ぶ
。新
聞
班
が
取

材
、編
集
、発
行
し
て
い
る

新
聞
で
あ
る
。メ
ン
バ
ー
は

現
在
、３
年
生
５
人
と
１
年

生
１
人
で
全
員
女
性
。ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
気
に
な
り
、編
集
会
議

を
訪
ね
た
。

　

新
聞
は
年
４
回
程
度
発

行
。う
ち
２
回
は
特
集
記
事

を
掲
載
。テ
ー
マ
は
異
文
化

共
生
、選
挙
、防
災
、戦
争
な

ど
を
幅
広
く
、校
内
外
の
多

く
の
人
か
ら
話
を
聴
き
、ま

と
め
て
い
る
。彼
女
た
ち
は

別
の
班
に
も
所
属
す
る
掛

け
持
ち
で
あ
る
。７
月
末
の

発
行
に
向
け
、５
月
か
ら
本

格
的
に
活
動
を
再
開
し
た
。

　

編
集
会
議
に
は
、顧
問
の

先
生
も
同
席
さ

れ
る
が
、真
摯

な
話
し
合
い
の

中
に
笑
い
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い

の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で

あ
る
こ
と
に
驚

い
た
。ま
ず
は
今

回
の
目
玉
で
あ

る
特
集
記
事
の
テ
ー
マ
を

ど
う
す
る
か
で
ネ
タ
探
し
。

ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、パ
ソ

コ
ン
を
駆
使
す
る
と
共
に
、

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
紐
解
き
、

じ
っ
く
り
と
検
討
。高
校
の

新
聞
班
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
、今
、在
校
生
へ
伝
え
る

べ
き
こ
と
を
念
頭
に
い
く
つ

か
候
補
が
挙
が
っ
た
。最
終

的
に
は
最
近
の
教
育
事
情・

問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。ま
ず
は
在
校
の

先
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
、校
長

へ
取
材
も
実
施
し
た
。

　

学
業
、一
斉
考
査
、他
の

班
活
、松
尾
祭
の
準
備
と
忙

し
い
期
間
で
あ
り
な
が
ら
、

読
ん
で
考
え
て
も
ら
う
機

会
に
す
る
と
共
に
、高
校
生

活
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
続
け
る
彼
女
た
ち
６
人

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　

３
年
生
が
卒
業
す
る
と
、

１
年
生
１
人
だ
け
と
な
り
、

今
の
ま
ま
で
は
班
の
存
続

が
心
配
で
あ
る
。今
回
の
発

行
で
第
279
号
を
数
え
る
。後

輩
た
ち
に
告
ぐ
、歴
史
あ
る

「
上
田
高
校
新
聞
」を
守
り

続
け
て
ほ
し
い
。�

（
深
町
）

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高
校
で
は
混
声
合
唱
班
、リ

ケ
ジ
ョ
で
化
学
が
好
き
。薬
学

部
を
め
ざ
す
も
、信
大
繊
維
学

部
応
用
生
物
学
科
に
進
学
し

ま
す
。松
本
に
１
年
住
ん
だ
以

外
は
両
親
と
住
む
、孝
行
娘
さ

ん
で
す
。大
学
で
は
、ジ
ョ
ロ
ウ

グ
モ
の
糸
の
た
ん
ぱ
く
質
な

ど
生
体
高
分
子
の
研
究
を
し

て
修
士
。製
薬
会
社
に
就
職
し

て
、高
３
で
思
い
描
い
た
道
を

は
ず
れ
ず
に
歩
い
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

取
材
者
に
薬
の
化
学
構
造

式
な
ど
は
、理
解
不
能
で
す
が
、

船
山
信
次
著「
毒
と
薬
の
文
化

史
」・京
大
薬
学
研
究
科「
く
す

り
を
つ
く
る
研
究
者
の
仕
事
」

を
読
む
と
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
大
村
智さ

と
し

先
生
が
有
望
な
放

線
菌
を
発
見
し
て
創
薬
し
た

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
、そ
の
一
段

階
前
の
化
合
物
と
た
っ
た
一
カ

所
の
違
い
が
、オ
ン
コ
セ
ル
カ
症

に
と
て
つ
も
な
い
薬
効
が
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。こ
う
い
う
仕

事
を
支
え
て
い
る
の
が
、水
上

さ
ん
た
ち
。な
お
、上
市
と
は
、

新
薬
が
承
認
さ
れ
て
患
者
に

行
き
渡
る
こ
と
を
指
す
製
薬

業
界
の
用
語
。現
代
に
残
さ
れ

た
ア
ル
ケ
ミ
ー（
創
造
の
魔
法
）

で
す
。期
待
し
て
お
り
ま
す
。

※
こ
の
取
材
に
は
３
年
生
の
薬
学

系
志
望
で
あ
る
三
浦
彩あ

や

音ね

さ
ん

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
星
野
）

新
薬
の
上じ

ょ
う

市し

を
め
ざ
し
て

寿
製
薬 

研
究
員
　
115
期
　
水み

ず

上か
み

紗さ

衣え

花か 

さ
ん

左から　1年生の永井さん、3 年生の土屋さん、
班長の伊藤さん、東福寺さん、小田垣さん、柳澤さん

全国高校新聞コンテスト（昨年）で企画賞を受賞

　

清
酒
は
蔵
ご
と
に
特
色
が

あ
り
、
米
、
水
、
麹こ

う
じ

、
酵
母

に
よ
っ
て
も
風
味
は
さ
ま
ざ

ま
だ
。
由
井
志
織
さ
ん
（
旧

姓
葦あ

し

澤ざ
わ

、
佐
久
穂
町
在
住
）

は
「
今
ほ
ど
清
酒
が
洗
練
さ

れ
て
い
る
時
代
は
な
い
」
と
言

い
切
る
。「
信
州
の
酒
Ｐ
Ｒ
大

使
」
と
し
て
各
地
の
行
事
や

講
座
で
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　

2013
年
の
第
33
回
全
国
き
き

酒
選
手
権
大
会
に
初
出
場
し

優
勝
。
翌
年
か
ら
長
野
県
酒

造
組
合
の
大
使
を
務
め
る
。

80
あ
る
県
内
の
酒
蔵
数
は
全

国
で
新
潟
県
に
次
い
で
多
い

が
、
由
井
さ
ん
は
「
自
分
た

ち
の
こ
と
を
誇
り
過
ぎ
な
い

長
野
県
人
独
特
の
奥
ゆ
か
し

さ
を
感
じ
る
場
面
が
多
い
」

と
言
う
。

　

造
り
手
の
「
生
真
面
目
ゆ

え
に
多
く
を
語
ら
な
い
姿
」

に
接
し
た
経
験
か
ら
、
味
わ

う
側
に
向
け
て
「
翻
訳
」
を

心
掛
け
て
い
る
。「
ど
の
お

酒
に
も
あ
る
ハ
ッ
と
す
る
ポ

イ
ン
ト
」
を
自
分
の
言
葉
で

表
現
し
、
由
井
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
「
清
酒
が
飲
み
た
く

な
っ
た
」「
飲
ん
で
み
た
ら

お
い
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

る
と
励
み
に
な
る
。

　

近
年
は
若
い
世
代
の
清
酒

離
れ
、
飲
酒
機
会
の
減
少
が

指
摘
さ
れ
る
。
由
井
さ
ん
は

健
康
へ
の
影
響
を
理
解
し
な

が
ら
も
「
お
酒
は
人
と
人
を

つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
（
手
段
）
の

一
つ
。
飲
ま
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
」。

　

信
州
の
酒
蔵
で
は
岡
崎
酒

造
（
上
田
市
柳
町
）
の
岡
崎

美み

都ど

里り

さ
ん
、
若
林
醸
造

（
同
中
野
）
の
若
林
真ま

実み

さ

ん
（
104
期
）
ら
女
性
杜
氏
が

活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
橘き

つ

倉く
ら

酒
造
（
佐
久
市
臼
田
）
の

敷
地
内
で
田
澤
麻ま

里り

香か

さ
ん

（
103
期
）
が
営
む
宿
泊
施
設

は
蔵
人
体
験
を
望
む
外
国
人

観
光
客
に
人
気
だ
。
主
婦
か

ら
羽
ば
た
い
た
由
井
さ
ん
を

は
じ
め
、
意
欲
的
な
女
性
た

ち
が
伝
統
産
業
に
新
風
を
吹

き
込
ん
で
い
る
。�

（
松
井
）

マ
イ
お
ち
ょ
こ
を
持
つ
由
井
さ
ん
。

左
側
は
女
性
杜
氏
に
よ
る
地
酒

＝
４
月
、
佐
久
市
内
の
料
理
店

　

文
系
の
私
に
と
っ
て
、白
衣

の
人
は
憧
れ
で
す
。そ
の
白
衣

は
、会
社
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。新
薬
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
属
し
て
い
る
の
で
、仕
事
は
、

各
種
の
実
験
。す
べ
て
を
実
験

ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
、会
社
に

保
管
。外
部
に
は
機
密
だ
そ

う
で
す
。実
験
室
に
は
、社
長

の
冨と

み

山や
ま

泰ひ
ろ
し

さ
ん（
84
期
）も
よ

く
見
え
て
、社
員
と
の
距
離
が

近
く
、風
通
し
の
よ
い
社
風
だ

　

５
月
30
日
に
、
上
田
高
校
97
期
卒
業
20
周
年
記
念
同

窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
卒
業
以
来
初
の
開
催
で
、
恩

師
３
人
＋
約
100
人
（
２
次
会
か
ら
の
参
加
含
む
）
が
集

い
、
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。
最
初
は
少
し
緊
張
し
た
表

情
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
言
葉
を
交
わ
せ
ば
一
瞬
で
上

高
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

約
30
年
と
い
う
歳
月
を
忘
れ
、

懐
か
し
さ
と
笑
顔
溢
れ
る
時

間
に
。
話
は
尽
き
る
こ
と
な

く
、
気
づ
け
ば
４
次
会
ま
で

続
く
賑
や
か
な
夜
！　

改
め

て
同
窓
生
と
の
繋
が
り
を
感

じ
る
と
共
に
、
上
田
に
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
集
ま
っ
た
特

別
な
１
日
で
し
た
。

（
97
期　

若
林　

佳
代
）

 

上
田
に
笑
顔
が
集
ま
っ
た
日
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同
期
会
だ
よ
り

◆
吹
奏
楽
班

　

上
田
高
校
吹
奏
楽
団
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
「
松
奏
会
」（
会

長 

百
瀬
和
紀
氏
・
58
期
）

は
2014
年
に
発
足
。
会
員
は
90

歳
か
ら
18
歳
ま
で
1100
人
を
超

え
ま
す
。
年
に
１
回
、Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
と
現
役
性
に
よ
る
演
奏

会
「
吹
奏
楽
を
楽
し
む
会
」

を
開
催
。
今
年
は
９
月
27
日

㈰
に
上
田
文
化
会
館
で
第
12

回「
楽
し
む
会
」を
行
い
ま
す
。

　
「
松
奏
会
」
の
情
報
は
毎

年
４
月
に
会
員
に
発
送
し
て

い
る
会
誌
『
松
奏
』
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

https://shousou.jp/

（
86
期　

赤
池　

隆
伸
）

◆
水
泳
班

　

水
泳
班
で
は
、
お
盆
に
松

泳
会
（
Ｏ
Ｂ
会
）
を
開
催
し

Ｏ
Ｂ
と
現
役
班
員
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
度
も
Ｏ
Ｂ 

７
人
現
役
班
員

８
人
に
加
え
、
顧
問
の
先
生

に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
８

月
14
日
に
松
泳
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
プ
ー
ル
で
現
役
班

員
に
Ｏ
Ｂ
を
加
え
て
リ
レ
ー

を
行
っ
た
後
、
同
窓
会
館
で

懇
親
会
を
行
い
、
現
役
班
員

の
活
躍
や
Ｏ
Ｂ
の
近
況
の
話

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
男
子
５

人
・
女
子
１
人
が
北
信
越
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
し
、

そ
の
報
告
に
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
話

も
一
層
弾
み
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

（
76
期　

勝
野　

進
一
）

◆
陸
上
班

　

陸
上
班
の
Ｏ
Ｂ
会
は
、「
陸

文
会
」
と
書
い
て
「
り
く
も

ん
か
い
」と
読
み
ま
す
。「
陸
」

は
も
ち
ろ
ん
陸
上
競
技
の
こ

と
で
す
が
、
旧
漢
字
の
数
字

の
六
が
陸
で
あ
っ
た
こ
と
か

【
64
期
】

　

戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
一

期
生
、
１
組
増
９
組
450
人
入

学
。
長
年
上
田
六
四
期
会
・

関
東
同
期
会
を
実
施
。

　

コ
ロ
ナ
禍
後
、
関
東
は
再

開
す
る
も
、
上
田
は
年
齢
的

面
も
あ
り
各
組
同
級
会
に
活

動
を
ゆ
だ
ね
、
令
和
６
年
に

期
資
金
を
全
額
母
校
海
外
研

修
旅
行
参
加
生
徒
支
援
と
し

て
寄
贈
し
、
停
止
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
傘
寿
を
迎
え
る
為
、

上
田
で
大
勢
が
集
ま
れ
る
会

が
で
き
れ
ば
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。

　

同
窓
会
費
納
入
が
他
期
に

比
し
低
調
の
た
め
、
昨
年
代

議
員
連
名
で
納
入
依
頼
を
行

い
、
前
年
比
50
人
増
の
125
人

の
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
に
感
謝
で
す
。

（
荒
井　

曻
三
）

【
74
期
】

　
「
青
雲
の
志
」
を
抱
い
て

古
城
の
門
を
巣
立
ち
、
早
や

半
世
紀
。
人
生
の
仕
上
の
時

を
迎
え
て
僅
か
ば
か
り
の
余

裕
と
諦
め
の
中
、
感
傷
に
耽

り
な
が
ら
友
の
こ
と
を
、
皆

元
気
か
な
と
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。

　

そ
う
だ
、
皆
に
会
お
う
、

そ
ん
な
思
い
の
有
志
が
集
い

合
同
同
級
会
を
計
画
中
で
す
。

本
稿
が
卒
業
以
来
音
信
不
通

の
友
の
目
に
止
ま
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
…
。

　

本
年
11
月
14
日
香
青
軒
で

「
74
期
合
同
の
同
級
会
」
を

開
催
予
定
で
す
。
ひ
と
り
で

も
多
く
の
懐
か
し
い
友
に
会

え
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。（

山
木　

徹
也
）

【
84
期
】

　

古
城
の
門
を
く
ぐ
っ
て
い

た
日
々
は
き
の
う
の
事
の
様

に
覚
え
て
お
り
ま
す
が
、
卒

業
し
て
40
年
も
経
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。私
達
84
期
は「
同

窓
会
へ
の
参
加
が
地
域
貢
献

の
第
一
歩
」
と
い
う
思
い
で

携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

同
期
会
を
重
ね
る
に
連
れ

参
加
者
も
増
え
、
記
念
事
業

や
当
番
期
も
す
べ
て
の
ク
ラ

ス
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。

来
年
の
秋
は
コ
ロ
ナ
禍
を
挟

ん
で
遅
れ
て
い
た
当
番
期
が

や
っ
て
来
ま
す
。
是
非
と
も

84
期
生
の
皆
さ
ん
大
勢
の
参

加
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、

10
月
の
土
曜
日
を
空
け
て
お

い
て
下
さ
い
ま
せ
!!

（
武
井　

英
之
）

【
94
期
】

　

我
々
94
期
も
、
気
づ
け
ば

上
田
高
校
を
卒
業
し
て
30
年

が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
11
月

に
30
周
年
の
同
窓
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

各
ク
ラ
ス
の
代
議
員
を
中
心

に
会
議
を
定
期
的
に
重
ね
、

計
画
を
練
っ
て
い
る
真
っ
最

中
で
す
。
30
年
と
い
う
歳
月

を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の

節
目
の
時
期
に
旧
交
を
温
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

ら
、
真
田
の
旗
印
の
六
文
銭

に
掛
け
て
い
る
の
で
、「
り

く
ぶ
ん
」
で
は
な
く
、「
り

く
も
ん
」
と
読
み
ま
す
。
先

輩
が
つ
け
て
く
れ
た
名
前
で

す
が
、
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
目
的
は
大
き
く

二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
に
、
現
役
班
員

へ
の
支
援
で
す
。
大
会
で
の

応
援
や
、
遠
征
費
用
の
補
助
、

練
習
器
具
へ
の
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
に
は

卒
業
生
に
記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー

を
対
面
で
渡
し
て
い
ま
す
。

各
種
目
の
上
田
高
校
記
録
を

更
新
し
た
生
徒
に
は
、
別
途

表
彰
も
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
で
す
。
年

１
回
夏
に
総
会
を
開
き
、
親

交
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
会
長
に
選
出
さ
れ
た

ば
か
り
で
す
が
、
現
役
班
員

や
Ｏ
Ｂ
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
73
期　

和
田　

良
一
）

す
。
ま
た
、
我
々
か
ら
も
現

役
世
代
へ
の
支
援
を
す
る
と

い
う
大
事
な
意
味
も
あ
り
ま

す
。
94
期
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
で
集
ま
り

ま
し
ょ
う
。

（
西
澤　

優
）

98期の皆様へ
今年は私たちが会員大会の当番期です。
同期の皆様の多数の参加、協力を宜しくお願いいたします。

代表代議員　飯島　裕也（8組）
代　議　員　近藤　光俊（3組）　　関森　新路（6組）　　関　　彰宏（7組）
　　　　　　関根　純平（9組）　　徳永　頼信（5組）
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日
本
の
大
会
で
は
三
位
入
賞

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

僕
の
将
来
の
目
標
は
2030
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

て
、
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ

と
で
す
。
今
年
は
受
験
勉
強

の
た
め
練
習
を
一
旦
休
止
し

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
で
き

る
こ
と
を
見
つ
け
、
勉
強
と

ス
キ
ー
に
励
ん
で
い
く
の
で

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
３
年　

小
野　

悠
希
）

母
校
の
班
活
動
紹
介

文化班 大　会　名　／　詳　細　・　結　果
美 術 第 49 回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文）　美術・工芸③笹沢希予③渋沢菜々美
化 学 第 49 回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文）　自然科学③中澤太一③梶原玲実
書 道 第 49 回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文）　特別賞③清野越百

室 内 楽 第 49 回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文）　選抜オーケストラ②小池心美②依田響②中嶋心咲②須江琴実②平林妃彗②松
田胡桃②冨山紗也夏②馬場花音

放 送 第 49 回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文）　アナウンス部門③山崎詩乃
第 72 回 NHK 全国高校放送コンテスト　アナウンス部門③山崎詩乃

棋 道 第 38 回全国高等学校将棋竜王戦　将棋個人戦全国ベスト８②相原瑞樹

文 芸 第 49 回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文）出場　散文部門②荻原なの葉　詩部門③葛城由布姫
第 40 回全国高等学校文芸コンクール　短歌部門優秀賞（全国２位相当）②土屋美翔　文芸部誌部門優良賞（文芸班）

吹 奏 楽 第 52 回東海アンサンブルコンテスト　金賞②笠原彩水②清水小桜②宮原詩①関紗弥音①竜田唯花①原大悟／第 38 回中部日
本個人・重奏コンテスト本大会　②松熊迦帆②大瀧瞳①塩川芽衣

現 代 音 楽 班 第 4 回全国高等学校軽音楽発表会　バンド名 onze ②小林明紗②手塚瑛②高栁そら

運動班 大　会　名　／　詳　細　・　結　果
陸 上 北信越大会　110mH ②荻原　優
ハンドボール 北信越大会　男子出場・女子出場
柔 道 第 66 回北信越高等学校柔道大会　女子 48㎏級③出雲そら
女子ソフトテニス 北信越大会　個人②荒引心温③小林美悠
卓 球 第 53 回全国高等学校選抜卓球大会　シングルス②山田大耀／第 53 回全国高校選抜卓球大会 2026　シングルス②山田大耀

個　人 大　会　名　／　詳　細　・　結　果
ス ケ ー ト 第 75 回全国高等学校スケート競技選手権大会　スピード競技男子 500m、1000m、1500m ②古屋野佑俐
ス キ ー 第 75 回全国高等学校スキー大会　男子回転②赤川清一郎／第 38 回全国高等学校選抜スキー大会　②赤川清一郎

パラアルペン
ス キ ー

オールトヨタスキー大会・ジャパンパラアルペンスキー競技大会　3 位②小野悠希
2026 パラアルペンスキー チャレンジカップ　優勝②小野悠希

プログラミング 情報オリンピック　準決勝進出①村山諒

自 主 研 究 日経 STOCK リーグ　敢闘賞（高校生部門全国 2 位相当）②友野裕斗②飯髙啓仁②澤田一暁②デルゲルサイハン トゥブシン
ビレグ

各班の主な成績・戦績
2025（令和7）年度 ③ 3年　② 2年　① 1年

☆
放
送
班

　

放
送
班
は
今
年
度
、
新
た

に
１
年
生
３
人
を
迎
え
、
計

９
人
で
賑
や
か
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

お
昼
の
放
送
に
加
え
、
文

化
祭
な
ど
の
行
事
で
は
裏
方

と
し
て
放
送
運
営
全
般
を
支

え
て
い
ま
す
。
現
在
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
や
Ｔ
Ｓ
Ｂ
杯
と
い
っ
た

☆
パ
ラ
ア
ル
ペ
ン

　

僕
は
小
学
４
年
生
の
冬
に

チ
ェ
ア
ス
キ
ー
に
出
会
い
、

高
校
１
年
生
の
冬
か
ら
本
格

的
に
競
技
を
始
め
ま
し
た
。

　

高
校
２
年
生
の
12
月
に
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
初
の
国
際

大
会
に
出
場
し
、世
界
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
知
り
ま
し
た
。３

年
生
の
４
月
に
行
わ
れ
た
全

☆
柔
道
班

　

柔
道
班
は
現
在
班
員
が
２

年
の
私
１
人
で
顧
問
の
久
保

田
先
生
と
１
対
１
で
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。
私
は
高
校

２
年
か
ら
柔
道
を
始
め
ま
し

た
が
、
先
生
の
的
確
な
指
導

や
人
脈
に
よ
る
合
同
練
習
へ

の
参
加
に
よ
り
、
早
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
に
行
わ
れ

た
県
選
手
権
で
は
稽
古
の
成

果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、

２
勝
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

４
月
の
昇
段
審
査
で
は
初
段

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
の
総
体
で
は
、
柔
道

を
通
し
て
鍛
え
た
体
力
と
精

神
力
を
発
揮
し
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
３
年 

班
長　

池
田
隼
太
郎
）

大
会
で
上
位
入
賞
を
目
指
し
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
練
習
や
番
組
制

作
に
熱
心
に
取
り
組
む
毎
日

で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

と
い
う
外
部
の
お
仕
事
も
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し

い
活
動
の
場
が
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
９
人
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
心
に

伝
わ
る
放
送
を
届
け
て
い
き

た
い
で
す
。
今
後
と
も
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
３
年 

班
長　

齊
藤　

瑠
音
）



	 古城の門� 第 60 号　　(8)

進
路
の
状
況
に
つい
て

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

全定制 全　日　制 定　時　制
学　年 １年 ２年 ３年 計 １年 ２年 ３年 ４年 計
クラス数 7 7 8 22 1 1 1 1 4

生
徒
数

男 140 149 144 433 8 11 2 6 27
女 139 128 167 434 12 15 17 2 46
計 279 277 311 867 20 26 19 8 73

生徒数：全定合計　940 人（男 460 人・女 480 人）　教諭・講師 83 人　事務職員・助手　12 人
　校長：栁澤　弘蔵　　全日制教頭：清水　徹　　定時制教頭：小林  佳代子　　事務長 ：白井　靖子

■ 2026 年度入試 合格校一覧�（2026年 3月卒業生及び既卒度生・2026.3.31現在）

●
卒
業
周
年
記
念
の
贈
呈

★
73
期　

50
周
年
記
念

　

教
育
支
援
基
金
と
し
て
母
校
へ

�

１
，０
１
５
，０
０
０
円

●
Ｏ
Ｂ
会
・
同
期
会
か
ら
の
贈
呈

★
美
術
班
Ｏ
Ｂ
会
か 

ら
同
窓
会
へ

�

１
０
０
，０
０
０
円

★
73
期
会
か
ら
同
窓
会
へ

�

１
４
，８
５
２
円

●
寄
贈
図
書

　
（
昨
年
７
月
～
今
年
６
月
）
※
敬
称
略

★N
everland

　

第
68
回
松
尾
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

�

松
尾
祭
実
行
委
員
会

★
松
尾
文
藝 

第
84
号　

他
１
冊

�

上
田
高
校
文
芸
班

★H
A
RA
K
A
RA
2024

文
化
祭
号

�

上
田
高
校
Ｃ
Ａ
Ｍ
班

★
ふ
る
さ
と
の
小
川
な
つ
か
し
草
恋
し

　

海
軍
衛
生
兵
松
井
善
徳
の
生
涯

�
松
井　

一
明
（
74
期
）

★
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

　

日
本
の
安
全
保
障
と
防
衛
⑱

	

北
原
巖
男〈
元
防
衛
施
設
庁
長
官
〉

�

北
原　

巖
男
（
64
期
）

●『
長
野
県
上
田
高
等
学
校 

 

学
校
史
高
校
第
二
編
』の 

�

頒
布
開
始
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
創
立
120
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
で
あ
る
『
長
野
県
上
田
高

等
学
校
学
校
史　

高
校
第
二
編
』
が

完
成
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
頒
布
を

開
始
し
ま
す
。

　
『
草
創
編
』、『
中
学
前
編
』、『
中
学

後
編
』、『
高
校
第
一
篇
』
に
続
く
こ

の
『
高
校
第
二
編
』
は
、
昭
和
49
年

か
ら
現
在
ま
で
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
編
纂
委
員
の
方
々
が
丹
念
に

収
集
さ
れ
た
資
料
、
写
真
も
多
数
掲

載
さ
れ
、
学
校
の
変
遷
を
た
ど
る
こ

と
が
で
き
る
一
冊
で
す
。

　

頒
布
価
格
３
，５
０
０
円
（
送
料

込
み
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
に
は
同
封
の
「
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
払
込
取
扱
票
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

進
路
指
導
主
事　

横
山
　
智
典

　

日
頃
、
同
窓
会
の
皆
様
に

は
本
校
の
教
育
に
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
学
入
試
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型

選
抜
の
増
加
と
、
そ
れ
に
伴

う
一
般
選
抜
募
集
枠
の
減
少
、

特
に
国
公
立
大
学
の
後
期
日

程
の
縮
小
の
動
き
が
進
行
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
春
の
入

試
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領

に
対
応
し
た
２
回
目
の
共
通

テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
難
化

に
よ
る
「
安
全
志
向
」
の
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が

志
望
動
向
に
は
例
年
と
大
き

な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
校
生
も
最
後
ま
で
自

分
の
志
望
を
貫
い
た
生
徒
が

多
く
、
国
公
立
大
学
に
現
役

で
154
名
、
私
立
大
学
に
の
べ

388
名
が
合
格
し
、
既
卒
生
の

健
闘
も
あ
り
東
京
大
を
は
じ

め
京
都
大
、
大
阪
大
、
東
北

大
な
ど
の
旧
帝
大
す
べ
て
に

合
格
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
入
試
形

態
の
多
様
化
や
変
化
が
進
む

中
、
今
後
も
時
代
に
即
し
た

人
材
育
成
に
尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

学校名 計 現役 既卒
●国立大学計 135 113 22
北海道 1 1
北海道教育 1 1
弘前 1 1
東北 5 4 1
秋田 1 1
山形 1 1
茨城 1 1
筑波 4 4
宇都宮 2 2
群馬 5 5
埼玉 6 6
千葉 2 2
東京 1 1
東京外国語 1 1
東京海洋 1 1
東京学芸 3 2 1
東京科学（工業） 1 1
東京農工 1 1
横浜国立 5 4 1
上越教育 3 3
新潟 3 2 1
富山 19 17 2
金沢 14 10 4
山梨 4 4
信州 35 31 4
静岡 1 1
名古屋 2 2
三重 1 1
滋賀 1 1
京都 4 2 2

学校名 計 現役 既卒
京都工芸繊維 1 1
大阪 1 1
和歌山 1 1
島根 1 1
九州 1 1
●公立大学計 43 41 2
秋田県立 1 1
福島県立医科 1 1
茨城県立医療 2 2
群馬県立県民健康科学 1 1
群馬県立女子 1 1
高崎経済 8 8
前橋工科 4 3 1
埼玉県立 1 1
東京都立 4 4
長岡造形 4 4
金沢美術工芸 1 1
都留文科 2 2
公立諏訪東京理科 2 1 1
長野 5 5
長野県立 1 1
岐阜薬科 1 1
名古屋市立 1 1
大阪公立 1 1
福知山公立 1 1
名桜 1 1

●私立大学計 497 388 109
青山学院 14 11 3
学習院 4 4
北里 9 9

学校名 計 現役 既卒
慶應義塾 8 5 3
工学院 8 7 1
駒澤 8 7 1
芝浦工業 8 6 2
上智 9 8 1
成蹊 6 5 1
専修 20 17 3
多摩美術 2 2
中央 16 12 4
津田塾 6 4 2
東京女子 4 4
東京電機 5 1 4
東京都市 3 3
東京理科 16 13 3
東洋 31 24 7
日本 26 17 9
日本女子 3 2 1
法政 23 16 7
星薬科 1 1
武蔵野美術 4 4
明治 31 23 8
明治学院 11 9 2
立教 29 17 12
早稲田 11 4 7
関西学院 2 2
関西 1 1
同志社 5 1 4
立命館 15 10 5
上記以外の私立大学 158 139 19

専門学校・短大等 5 5

広報担当副理事長 安齋　理江（80）
委 員 長 深町比呂志（77）
副委員長 田口　敬祐（73）
委 員 星野　郁雄（71）
〃 松井　一明（74）
〃 川端　知恵（75）
〃 田村　哲子（78）
〃 小柳　奈己（86）
〃 倉沢進太郎（107）

編集広告担当役員 近藤　雅浩（83）

編集委員

母 校 の 状 況【生徒数】� ［令和 8年度］

★
都
市
空
間
を
歩
く

　

日
本
近
代
文
学
と
東
京

�

佐
藤　

義
雄
（
65
期
） 

★
信
州
の
戦
争
傷
痕

　

付
・
日
本
の
戦
争
記
録

�

中
島　

克
彦
（
61
期
）

★
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
の
囚
人

�

上
條
（
大
田
）
一
輝
（
109
期
）

★
佐
久
地
域
ゆ
か
り
の
作
家

　

塩
川
髙
敏
（
63
期
）

�

佐
久
市
近
代
美
術
館

★
東
京
六
大
学
野
球　

人
匡
記　

他
１
冊

�

丸
山　

清
光
（
70
期
）

★
斜
面
を
あ
る
く

�

丸
山　

貢
一
（
72
期
）

★
歴
史
に
学
び
、
キ
ャ
リ
ア
を
描
く

女
性
活
躍
推
進
社
会

�

渡
邉　

洋
一
（
50
期
）

★
銅
鏡
と
五
行
思
想
は
語
る

　
－

邪
馬
台
国
と
初
期
大
和
朝
廷

－

�

小
山　

満
（
61
期
）

★
信
州
発
～
言
葉
の
玉
手
箱

�

市
村　

到
（
65
期
）

★
内
海
辰
三
（
44-5
期
）
著

　

大
蔵
省　

税
関　

回
顧

�

小
田
切　

亨
（
73
期
）

★
信
州
青
木
村　

慶
太
伝　

立
志
編

�

青　

木　

村

★
二
・
二
六
事
件

　

安
藤
輝
三
と
そ
の
時
代

�

佐
川　

仁
一

★GRA
D
U
A
T
IO
N
 2026

　

長
野
県
上
田
高
等
学
校

�

上
田
高
校
第
124
期

★
松
籟　

73�
上
田
高
校
生
徒
会

★
長
野
県
立
上
田
高
等
学
校
北
海
道
同
窓
会

　
十
年
の
軌
跡　

2025
年
よ
り2026

年

�　
　
　
　

長
野
県
立
上
田
高
等
学
校

�

北
海
道
同
窓
会

★
日
本
のCatocala

他
３
冊

�

西
尾　

規
孝
（
74
期
）

★
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
最
初
の
日
本
人

大
工
た
ち　

検
証
市
川
代
治
郎
伝

�

小
林　

秀
夫
（
63
期
）

78787878期期のみなさんへのみなさんへ
昭和55年（1980年）3月卒業 今年の会員大会は10月24日㈯開催です。

大勢のご参加をお待ちしています。

代表取締役

　宮下　孝夫（3組）

〒386-0508　上田市上武石 955

節
目
の
同
期
会
を
支
援
し
ま
す

　

卒
業
後
5
周
年
・
10
周
年
・

20
周
年
の
皆
さ
ん
、
同
期
会

を
し
ま
せ
ん
か
？　

同
窓
会

も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

（
97
期
の
皆
さ
ん
が
開
催
し
た
同
期

会
の
記
事
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）


